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1
5
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m
 

まかわら 
世帯数 13,708 

（昭和51年 3 月 1日現在）住民基本台帳から 

男 25,019 人

女 26,72】人 

市 の 人 口 

51,740 人 

③広で1 

おとしよりを招き白鳥を観る会 

記 1I 

ち
z
牛
そ
と
 

三
月
五
日
 

（金
）
春
色
や
 

ー
 ー
 
わ

ら
か
。
登
庁
 

前
、
五
高
三
上
 

る
ー
 
校
長
を
訪

問
、
 

ー
 L
ー
 

か
ね
て
要
望
さ
 

れ
て
い
た
県
教
 

職
員
住
宅
建
設

用
地
を
、
広
田
団
地
に
隣
接
し

て
三
千
三
百
平
方
肩
を
確
保
し

た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
す

る
。
 

一
〇
時
二
五
分
、
五

一
年
市

議
会
第

一
回
定
例
会
開
会
、
議

案
二
九
件
の
提
案
の
趣
旨
説
明
。
 

市
政
の
基
本
方
針
と
し

て
は
低

成
長
下
の
景
気
浮
揚
を
目
途
に

高
福
祉
社
会
の
推
進
、
教
育
文

化
の
振
興
と
青
少
年
の
健
全
育

成
、
農
政
を
重
点
と
し
た
産
業

の
振
興
、
住
み
よ

い
緑
の
街
づ

く
り
と
社
会
資
本
の
充
実
を
本

年
度
の
柱
と
し
て
、
策
定
さ
れ

た
予
算
総
額
六
三
億
六
六
九
七

万
二
千
円
は
前
年
比
四
四
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
大
巾
増
と
な
り

新
五
市
で
は
初
め
て
六
〇
億
円

の
大
台
を
突
破
し
た
積
極
型
予

算
と
な
っ
た
が
、
市
民
生
活
を

何
と
か
守
り
得
れ
ば
と
希
う
。
 

つ
い
で
石
岡
経
済
常
任
委
員
長

か
ら
「
あ
す
な
ろ
の
家
建
設
」
 

と
、
卸
売
り
市
場
に
対
す
る
「
 

財
政
援
助
」
 
の
請
願採
択
の
報

告
が
あ
っ
た
の
ち
、
神
国
鉄
問

題
対
策
特
別
委
員
長
か
ら
は
、
 

緑
の
窓
口
の
設
置
と
駅
裏
を
結
 
 

ぶ
立
体
交
差
の
建
設
に

つ
い
て

ま
た
、
高
橋
教
育
振
興
対
策
特

別
副
委
員
長
か
ら
は
、
職
業
訓

練
短
期
大
学
校
の
誘
致
と
七
和

高
校
県
立
移
管
に

つ
い
て
、
最

後
に
、
船
水
地
域
環
境
整
備
促

進
特
別
委
員
長
か
ら
、
公
共
下

水
道
と
旧
十
川
の
工
事
促
進
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
明
る
い
見
通

し
の
あ
る
旨
中
間
報
告
が
あ
っ

た
。
 

議
会
の
閉
会
を
ま
っ
て
直
ち

に
五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
卒

業
式
に
駆
け
つ
け
る
。
感
激
に

突
く
新
社
会
人
を
送
り
謝
恩
会

に
臨
む
、
車
イ
ス
の
舘
田
老
先

生
に
“
学
ハ
以
テ
己
ム
ベ
カ
ラ

ズ
）
の
気
迫
を
感
じ
、
国
体
に

お
け
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

活
躍
を
祈
っ
た
。
 

二
時
か
ら
、
鶴
田
町
廻
堰
、
 

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
津
軽

冨
士
見
荘
に
お
い
て
、
財
団
法

人
青
森
県
国
民
年
金
福
祉
協
会

理
事
会
に
出
席
、
予
算
案
審
議

を
初
め
と
し
て
昨
年
七
月
オ
ー
 

プ
ン
以
来
の
経
営
状
況
ゃ
、

五

一
年
度
着
工
予
定
の
母
子
休
養

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
利
用
に

つ
い
て

は
母
子
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
無
料

と
い
う
朗
報
に
、
藤
田
県
母
子

会
長
が
す
か
さ
ず
入
湯
料
も
減

免
し
て
ほ
し
い
と
、
中
野
町
長

に
陳
情
す
る

一
幕
も
あ
り
五
時

過
ぎ
退
席
。
 

！剥 



（②
 

昭和51年（1976年）3 月15日（372号） （第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

1
四
月
か
ら
「
市
民

談
話

室

一
を
開
設
ソ
 

／
ー
 

ー
 
「市
長
公
室

」
を
市
民
に
開
放
ー
 
レ
 

にこー保留地を公売しま へ 
＼一駅東部の9区画 	、 

市
政
に
対
す
る
市
民
の
主
権

者
意
識
を
高
め
、
市
長
公
室
を

広
く
み
な
さ
ん
に
開
放
す
る
た

め
、
市
で
は
、
四
月
か
ら
「
市

民
談
話
室
」
を
設
け
ま
す
。
 

「談
話
室
」
 
は
、二
十
人
以

内
の
団
体
や
集
団
で
、
市
の
理

事
者
を
囲
み
な
が
ら
市
政
に
対

す
る
要
望
や
苦
情
を
ご
遠
慮
な

く
の
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
 

「談
話
室
」
は
、
日
曜
日
、
 

祝
祭
日
を
除
い
た
勤
務
時
間
中
 

（
た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
後
三

時
ま
で
）
市
長
公
室
（
本
庁
四
 

「新
鮮
な
野
菜
で
、
元
気
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
 

市
で
は
、
広
域
新
農
業
セ
ン

タ
ー
で
収
穫
し
た
大
根
と
ジ
ャ

ガ
芋
を
こ
の
ほ
ど
市
内
の
養
護

老
人
施
設
や
寝
た
き
り
老
人
に

贈
り
ま
し
た
。
 

大
根
は
、
セ
ン
タ
ー
が
昨
年

秋
に
収
穫
し
た
「
柳
川
理
想
」
 

と
い
う
品
種
で
、
ジ
ャ
ガ
芋
と

と
も
に
冬
期
間
地
中
に
埋
め
て

保
存
し
て
い
た
も
の
で
、
鮮
度

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
 

今
回
贈
っ
た
の
は
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
 
寝
 
 

階
）
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

「談
話
室
」
を
開
き
た
い
団

体
等
は
、
三
日
前
ま
で
に
代
表

者
を
決
め
て
秘
書
室

（
電
話⑤
 

2
1
1
1
番
、
内
線
3
0
1
ー
 

3
0
5
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
 
「談
話
室
」
 
に
ご出

席
の
際
は
、
危
険
物
を
持
ち
込

ん
だ
り
、
飲
食
は
し
な
い
、
ま

た
、
大
声
で
騒
ぎ
立
て
た
り
、
 

は
ち
ま
き
、
腕
章
等
の
示
威
的

な
行
為
は
し
な
い
よ
う
、
ご
協

カ
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

た
き
り
老
人
ホ
ー
ム
 
「青
山
荘
 

」
、
市
内
の
寝
た
き
り
老
人
家

庭
四
十
四
軒
、
そ
れ
に
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
あ
わ
せ
三
百
八

十
八
本
で
す
。
 

さ
る
三
月
一
日
、
老
人
家
庭

奉
仕
員
の
案
内
で
、
大
根
を
手

土
産
に
寝
た
き
り
老
人
家
庭
を

訪
問
し
た
佐
々
木
市
長
は
「
新

鮮
な
野
菜
で
早
く
元
気
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
」
 
と励
ま
し
ま
 

し
た
。
 

市
で
は
、
駅
東

部
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
地
区
内

の
保
留
地
を
次
の

日
程
で
公
売
し
ま

す
。
 

▽
公
売
す
る
保

留
地
 

百
五
十
八
平
方

冒
（
約
四
七
坪
）
 

ー
七
百
十
六
平
方
 

H「
（
約
一
一一
七
坪
 

）
ま
で
 
九
区

画
。
 

▽
入
札
の
日
時

三
月
二
十
三
日
 

（
火
）
 

◇
受
付
 
午
後
 
 

一
時
ー
一
時
三
十
分
ま
で
 

◇
入
札
 
午
後
一
時
四
十
五
 

分
か
ら
 

▽
入
札
の
場
所
 

産
経
会
館
四
階
 

▽
入
札
の
方
法
 

一
般
競
争
入
札
 

▽
入
札
の
条
件
 

入
札
希
望
者
は
、
入
札
見
積
 

額
の
百
分
の
五
以
上
を
入
札
保
 

証
金
と
し
て
当
日
納
付
す
る
こ
 

と
。
 

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
、
 

市
都
市
計
画
課
（
内
線
2
3
3
 

番
）
に
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

ー

平
日
は
4
時
4
5ー

 

ー
分
ま
で
 

執
務
時
間
が
変
更
 

市
の
執
務
時
間
が
四
月
一
日

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
。
 

◇
月
曜
日
ー
金
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
四
十
五
分
ま
で
。
 
（
昼
の

休
憩
時
間
は
、
午
後
零
時
ー
午

後
零
時
四
十
五
分
ま
で
）
 

◇
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

零
時
十
五
分
ま
で
。
 

新
鮮
な
野
菜
で
元
気
に
な
っ
て
ー

ノ
 

セ
ン
タ
ー
で
収
穫
の
大
根
贈
る
ー
 
レ

r
 

農
地
等
を
相
続
し
た
と
き
の
 

相
続
税
の
納
税
猶
予
 

「早く元気になって・・・」と佐々木市長 

 

 

 

「児童、生徒の皆さんにも・・・」 

と赤平農業センター所長佑） 

 

 

 

農
業
相
続
人
が
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
被
相
続
人

か
ら
、
農
地
、
採
草
放
牧
地
、
準
農
地
を
相
続
し
、
 

農
業
タ
継
続
す
る

場
合
は
、
 一
定
の
要
件
の
も
と
に

そ
の
農
地
等
の
価
額
の
う
ち
農
業
投
資

価
格

（
恒
久

的
に
農
業
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
し
た
場
合
の
農
地

等
の
価
格
で

一
定
の
地
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
）
を
超
え
る
部
分
に
対
す
る
相
続
税
の
納
税
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
 

そ
し
て
、
こ
の
納
税
猶
予
さ
れ
た
相
続
税
額
は
、
 

二
十
年
間
農
業
を
継
続
し
た
場
合
、
も
し
く
は
農
業

相
続
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
農
業
相
続
人
が
農
業
経
営
を
や
め
た
生

農
地
を
譲
渡
し
た
と
き
な
ど
納
税
猶
予
の
要
件
に
あ

て
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
猶
予
を
受
け
て

い
た
相
続
税
を
利
子
税

（
年六
・
六
％
）
と
と
も
に

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

縫
濯
難郷
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No. 	17 
市民運動 
実践項目 

み
ん
な
で
楽
し
く
 

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
よ
う
。
 

m
 
国
体
を
理
解
し
、
国
体
の

歌
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歌
を
み
ん
な

で
歌
い
輪
を
広
げ
よ
う
 

②
 
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
を
実
施

し
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
を
認
識
し

体
力
作
り
に
努
め
よ
う
 

⑧
 

ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
を
育
成

し
、
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
参
加
を
す

す
め
よ
う
 

四
 
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル

ー
 

プ
を
作
り
、
だ
れ
し
も
参
加
出

来
る
よ
う
に
し
よ
う
 

⑤
 
五
所
川
原
市
の
開
催
競
技

に
つ
い
て
理
解
し
、
す
す
ん
で

観
戦
、
応
援
し
よ
う
 

（
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
規
則
正
し

い
日
常
生
活

を
造
り
、
健
康
な
体
と
豊
か

な
心
を
養
う
）
 

次
回
に
健
康
生
活
を
す
す
め

る
運
動
に

つ
い
て
紹
介
し
実
践

項
目
を
終
る
こ
と
に
し
ま
す
。
 

を
 
ー

ノ

ま
せ
ん
か
 
ノ
 

時
 
中
川
地
区

（
中
川
中
学
校
）
 

▲
同
日
、
午
後

一
時
 
梅
田
、
 

中
泉
地
区
（
梅
泉
小
学
校
）
 

▲
三
月
二
十
六
日
、
午
前
十

時
 
五
所
川
原
、
小
曲
地
区

（
 

市
民
文
化
会
舘
）
 

▲
同
日
、
午
後
一
時
半
 
松

島
地
区

（
松島
小
学
校
）
 

▲
三
月
二
十
九
日
、
午
前
十

時
 
栄
地
区

（
三中
）
 

▲
同
日
、
午
後

一
時
 
飯
詰

地
区

（生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）
 

▲
三
月
三
十
日
、
午
後
一
時

毘
沙
門
地
区

（
毘
沙門
小
学
校
）
 

花

い
っ
ぱ

い
 
緑

い
っ
ぱ

い
 
明

る
い

国
体
 

市
内
田
町
、
 
「白
井
シ
ー
ト

商
会

（坂
崎
信
也
社
長
）
」
 
は
 

国
体

を
成

功
 

泊

ー
眺
 

さ

せ
て
 

商

会
か

ら

天
幕

贈
ら
れ

る
 

一月
二
十
三
日
、
国
体
市
実
行

委
員
会
に
天
幕
二
張
（
三
・
五
 

半
 

峯半峯 峯
駐
離
＊
木

ー
小
田
原
の
一
部

峯
駐
嚇
＊
木

ー
小
田
原
の
一
部
 

「撚
卿

碁
詳
れ
 

将
離
帥
プ
激ほ
犀
漬
 

「
蕊
灘
競
薙
知
 

燕
響
難
織
 

一響
難
雑
 

寄
 
呼

ら
あ
が
っ
て
き
た
o
 

ド
 
郵
市
長
、
 

一
人
一
人
の

峯
＊
*
＊

手
を
握
り
、
肩
を
た

た
き
「
が
ん
ば
れ
」
と
激
励
。
 

記
念
写
真
を
撮
る
。
三
時
。
 
「
 

藤
沢
本
部
」
着
。
松
島
、
長
橋
、
 

梅
田
、
七
和
、
毘
沙
門
の
三
十

四
人
。
こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
に
通
っ
て
い
る
。
炊
事

も
五
所
川
原
の
か
っ
ち
ゃ
た
ち
。
 

「食
い
物
だ
け
で
も
、
気
を
つ

け
て
や
ら
ね
ば
な
あ
。
」
市
長

安
心
す
る
。
 
「留
守
家
族
の
こ

と
は
心
配
し
な
い
で
。
体
に
気

を
つ
け
て
。
雪
の
消
え
る
頃
、
 

ま
た
会
お
う
。
」
 
と励
ま
す
。
 

一
月
二
十
二
日
。
六
時
起
床
。
 

「横
浜
季
節
移
動
援
護
相
談
所
 

」
謝
意
訪
澗
。
十

一
時
。
 
「高

見
沢
工
機
（
株
）
会
社
」
着
。
 

社
長
と
懇
談
。
バ
ル
ブ
製
造
会

社
。
 
「製
品
の
八
〇
％
は
、
海

外
向
け
」
 
と
い
う
。長
富
の
鳴

海
さ
ん
（
リ
ー
ダ
ー
）
ほ
か
、
 

十
五
人
と
懇
談
。
 
「仕
事
の
条

件
は
よ
い
。
職
場
は
安
全
だ
。
 
 

」
ふ
る
さ
と
の
便
り
を
渡
す
。
 

三
時
半
。
 
「立
川
」
 
着
。
 「
 

昭
和
舗
材

（
株
）
会社
」
へ
。
 

一
般
上
木
、
道
路
工
事
が
主
体

立
川
バ
イ
パ
ス
道
路
で
、
街
路

樹
の
植
え
穴
を
堀
っ
た
り
、
土

の
入
れ
替
え
作
業
中
の
人
た
ち

と
会
う
。
七
ッ
舘
の
斉
藤
さ
ん
 

（リ
ー
ダ
ー
）
ほ
か
、
五
人
が

働
い
て
い
た
。
 
「市
長
さ
ん
、
 

よ
く
来
て
け
だ
な
あ
。
」
 
「や

あ
、
や
あ
、
久
し
ぶ
り
。
ご
苦

労
さ
ん
。
」
握
手
し
、
懇
談
。
 

灰
色
の
肌
寒
い
空
の
下
。
皆
さ

ん
の
仕
事
ぶ
り
を
写
真
に
お
さ

め
る
。
 「
安
全
と
健
康
」
 
に気

を
配
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
別

れ
る
。
市
長
、
青
森
で
の
ムム
議

に
出
席
の
た
め
、
夜
行
列
車
「
 

は
く
つ
る
」
 
で帰
路
に
。
 

（続
く
）
 

「
国
体
音
頭

」
 

踊
っ

て
み
 

第
3
2回
国
民
体
育
大
会
市
実

行
委
員
会
で
は
、
 
「あ
す
な
ろ

国
体
」
 
の
開
催
をP
R
し
、
全

市
的
な
盛
り
上
げ
を
図
る
た
め

次
の
日
程
で
「
国
体
音
頭
」
 
の

お
ど
り
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
 

▲
参
加
対
象
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

▲
服
装
 

お
ど
り
に
適
当
な
服
装
で
、
 

運
動
グ
ツ
を
準
備
す
る
こ
と
。
 

▲
三
月
十
九
日
、
午
前
十
時

七
和
地
区

（七
和
農
協
）
 

▲
同
日
、
午
後
一
時
 
長
橋

地
区

（
市農
協
長
橋
支
所
）
 

▲
三
月
二
十
二
日
、
午
前
十

時
 
三
好
地
区

（
三
好
中
学
校
）
 

▲
三
月
二
十
五
日
、
午
前
十
 

肩
×
五
・
四
肩
、
二
〇
万
円
相

当
）
を
寄
贈
し
、
関
係
者
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

五
十
二
年
「
あ
す
な
ろ
国
体
 

」
を
記
念
し
て
、
柔
道
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
会
場
に
な
っ
て
い
る

市
に
対
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い

と
贈
っ
た
も
の
で
、
実
行
委
員

会
で
は
さ
っ
そ
く
感
謝
状
廿
写

真
ト
に
記
念
品
を
添
え
て
お
礼

を
し
ま
し
た
。
 

生
活

環
境
 

〉
 

わ

4

一
 

住
み
よ
い
 

Ih
、
」
し
？
)
 

環
境
づ
く
り
に
  

で
く

＼
 

串
・【
母
串

区
間
で
、
バ
イ
パ
ス
 

畔
構
蹄
区

噂
、

い
誤
ス
 

興
慧
師

厚
木
作業
所
」
o
厚
 

』1し‘ 

日邦建設厚木作業所にて 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

4
(
 

ハ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

4
 

！
ー
 

ー
ー
 
ー
 

一
n！
ー
 
ー
 



共
働
き
の
夫

婦
が
 

住
宅
を

買
っ
た
と
き
 

夫
も
妻

も
働
い

て
い
て
収

入
が
あ
る
夫
婦
が

マ
イ
ホ
ー
 

ム
な
ど
を
購
入
す
る
と
き
は
、
 

そ
れ
ぞ

れ
自
分

の
収
入
か

ら

貯
蓄
し

た
預
金

な
ど
を
出
し

合
っ

て
、
そ
の
資
金
と
す
る

の
が
普
通
で
す
。
 

そ
こ
で
気
を

つ
け
て
い
た

だ
き
た
い

の
が
贈
与
税

の
関

係
で
す
。
 

例
え
ば
、
 
一
千
万
円
の
住

宅
を
買
い
、

夫
が
七
百
万
円
、
 

を
夫
名
義
に
す
る

と
、
妻
が

負
担
し
た
三
百

万
円
は
、

妻

か
ら
夫

へ
の
贈
与
と
な
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な

と
き
は
、
 

そ
れ
ぞ

れ
の
負
担
額
に
応
じ

て
、
夫
が
十
分
の
七
、
妻
が

十
分
の

三
の
持
分
と
し
た
共

有
名
義
に

す
る
と
、
夫
と
妻

の
間
に
贈
与

の
関
係
は
生
じ

ま
ゼ
ん
か
ら
、
贈
与
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
主
婦
と
税
金
 

妻
が
三
百
万

円

を
負
担
し
た
と
 

き
、
そ
の
住
宅
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50 

ク 

ク 

49 

新しい図書のごあんない 

市立図書館 

9．文学 

東 準

長部日出雄

高木恭造

藤沢義雄

渡辺淳一 

井 Lひさし 続 家 庭 口 論 
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50 
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ク 

ク 

ク 
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中央公論社

読売新聞社

講演集等） 

東奥日報社 

小 学 館 

丸井工文社 

河北新報 

時事通信 

広
報
紙
の
早
期
配

布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

事
故
の
な
い
 
明
る
い
町
で
 
あ
す
な
ろ
国
体
 

津軽戦国史モ軍記

津 軽 空 想旅 行

幻 の 蝶

続 岩 手 艶 笑 諏

北 都 物 語 

ク
 

ク
 

東奥日報

小 学 館 
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（第3種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和51年（1976年） 3月15日（372号J 

教室の種類 開設場所 対 象 開 	設 	日 

生 	花 市中央公民館 一般婦人 毎週月・火・木曜日 	10: 00-42: 00 

茶 	道 ク ク 毎月第 1・第 3火曜日13:叩～15 : 00までほか 

料 	理 五所川原料理学院 ク 毎月 	1回（学院の日程による） 

着物の着付 市中央公民館 ク 毎月第 3火曜日 	10: 0O-12 : 00 

書 	道 ク 一般・児童 毎週火 	金曜日 	
｛10: 0O--  12 :00 (-  1)

is: 00-  17 : 00 (! 	) 

柔 	道 三 道 会 館 ク 

毎週月水金曜日｛15: 00-1717: 00-21 器

((-1l 剣 	道 ク ク 毎週月・水・金曜日 	17 : 30-19 :30 

弓 	道 ク ― 	般 毎週火・土曜日 	19: 00-21 : 00 

絵 	画 市中央公民館 ク 毎月第 2・第 4土曜日15: 00-20 : 00 

す ず 虫 ク 児 	童 毎月 1回 

市
中
央
公
民
館
で
は
、

こ
と
 

し
も
「
あ
な
た
の
教
室

」
を

開
 

設
し

て
お
り
ま
す
。
 

希
望
者
は
、

市
中
央
公
民
館
 

（電
話
⑤

2
3
5
2
）
に
お
問
 

い
あ
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 皆
さ
ん
 

の
要
望
に

よ
り
、

ほ
か
に

い
ろ
 

い
ろ
な
学
習
研
究
会

な
ど
を
開
 

催
し
ま
す
の
で
お

申
し

込
み
く
 

だ
さ
い
。
 

「あ
な
た
の
教

室
」
 
へ
どう
ぞ
 

r一～ーーー～～~ 

おしらせ 

 

ノ 

春です。入学記念樹等の手入れを 
~、~～~～、～~v~、~～~～~～~’~、~、~、～、～~～~ 

雪がなくなつたら、入学記念

樹等の手入れを、次のこと柄を

参考にしてやつてください。 

① 樹をいためないように雪

囲いを解く。 

② 雪のために、枝折れしたり・傷っいたところを、 

きれいにけずり、病菌が侵入しないように切口に

ペンキ等をぬる。 

③ 枯れ枝・病気の枝・衰弱した枝を、つけ根から

切り除く。 （傷口をきれいにしてペンキ等をぬる。 

)  

④ 根元から出ている小枝（ャゴ）を切り除く。 

⑤ 幹や枝についている害虫（カイガラムシ等）を

駆除する。 

⑥ 肥料をほんの少し与える。 （樹の芽が活動する

前に、根を痛めないようにする。） 

~～、～~、～~～、～、、～、、、~～～、～、，、、 、、、 
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